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議案番号 部 名
ペ ー ジ
番 号

資　料　名

議案第29号 環 境 5～8 江坂公園及び豊津公園に設置する密閉型喫煙所に関する協定書 矢 野

議案第29号 都市計画 9
北千里駅前まちづくり意見交換会(第1回～第4回)で出た主な意
見、質問

柿 原

議案第29号 都市計画 11 市営住宅跡地の売却支援業務に関する委託内容 柿 原

議案第29号 土 木 13
交通安全対策事業における自転車ヘルメット購入補助について
近隣他市（北摂７市）における同種施策の実施状況

石 川

議案第29号 土 木 15～16 公園整備費の内訳 柿 原

議案第29号 土 木 17 中の島公園のＰ―ＰＦＩ 導入に係る整備計画 柿 原

議案第29号 土 木 18 決算常任委員会の提言に対する回答内容の詳細 柿 原

議案第29号 土 木 19
過去５年間の交通安全施設整備事業の実績、交通安全対策特別
交付金の推移、市内道路における管理延長の推移

今 西

議案第29号 土 木 20～21 自転車通行空間整備の詳細 矢 野

議案第29号 土 木 22 街路灯管理事業の詳細 矢 野

要求委員名





江坂公園及び豊津公園に設置する密閉型喫煙所に関する協定書 

 

吹田市（以下「受領者」という。）とフィリップ モリス ジャパン合同会社（以下「譲渡者」という。）は、江坂

公園（大阪府吹田市江坂町１丁目１９番）及び豊津公園（大阪府吹田市豊津町７番）に設置する密閉型

喫煙所（吸い殻入れ、エアコン、プラズマ脱臭機を含む。以下「本施設」という。）について次のとおり協

定書（以下「本協定書」という。）を締結する。 

 

（基本合意） 

第１条  受領者及び譲渡者は、江坂公園及び豊津公園周辺の受動喫煙防止対策及び喫煙環境の整

備（以下「環境整備」という。）に寄与する目的において、本協定書に従い、江坂公園及び豊津公園

に本施設を設置し、受領者及び譲渡者共同で喫煙マナー等の啓発活動を行うことを合意する。 

 

（本施設の設置） 

第２条  譲渡者は、受領者が本協定書第５条に記載する受領者及び譲渡者共同で喫煙マナー等の

啓発活動について告知活動を行うことを条件に、譲渡者の責任と費用負担により、別紙に記載する

エリアに本施設を設置する。 

２  受領者は、本施設の引渡しを受けた際、本施設が規格・仕様を満たしたものか否かにつきその場

で検査し、その結果を譲渡者に通知するものとする。 

３  本施設の引渡しは、前項の検査に合格した時をもって完了するものとし、同時に本施設の所有権

は譲渡者から受領者に移転するものとする。 

 

(維持・管理) 

第３条  受領者は、本協定書の有効期間中、適切に本施設の維持・管理を行うものとする。 

２  受領者は、本協定書の有効期間中、本施設に不具合や破損等が生じた場合は、直ちにその旨譲

渡者に報告し、譲渡者は、譲渡者の費用において本施設の修繕を行うものとする。 

 

（本施設の撤去等） 

第４条  受領者が本協定書の有効期間中、本施設の第三者への譲渡、分解、改造、移設、撤去等の

処分又は供用停止を行う場合、譲渡者に対し事前に通知するものとし、受領者及び譲渡者は、これ

について誠実に協議し対応を決定する。 

 

（本活動の内容） 

第５条  受領者は、本協定書の有効期間中、譲渡者が以下に記載する活動（以下「本活動」という）を

行うことを許可する。また、受領者自身も単独で本活動を行う。 

 （１） 本施設内における譲渡者営業員による喫煙マナー等の啓発活動 

 （２） メディア媒体における、受領者及び譲渡者の環境整備についての取り組み紹介 

 （３） 受領者及び譲渡者の公式ウェブサイト内における、本施設の環境整備についての告知 

 （４） 本協定書に基づく受領者及び譲渡者との取り組みをロールモデルとした譲渡者による他自治体

への事例紹介 
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 （５） 前各号の他、受領者及び譲渡者別途協議により定める活動 

 

（競合等制限） 

第６条  受領者は、本協定書の有効期間中、譲渡者と競合する第三者に対して、本施設内で加熱式

たばこ製品を含むたばこ製品の広告掲出、販売促進活動及びマナー啓発活動を行わせないものと

する。 

２  前項の制限は、受領者又は受領者の関係する団体のマナー啓発活動及びその他公共事業等に

関する案内等の掲出を制限するものではない。 

 

（受領者の義務） 

第７条  受領者は、譲渡者が本活動を行うにあたり、本施設への立ち入り、および本活動に必要な物

品等の搬入・搬出に関し、譲渡者に協力する。 

２  受領者は、譲渡者が本協定書における取り組みについてメディア媒体にPR記事を掲出する際は、

本施設及び江坂公園、豊津公園周辺の写真撮影、並びに記事への寄稿に協力する。 

 

（譲渡者の義務） 

第８条  譲渡者は、本活動を行うにあたり、関連法規を遵守の上、譲渡者又は譲渡者に所属する関係

者を通じて、20 歳未満の者を対象又は 20 歳未満の者に訴求する紙巻たばこ及び加熱式たばこに関

するプロモーション活動その他の活動を決して行わないものとする。 

 

（損害賠償） 

第９条  譲渡者は、本施設の所有権の移転後、譲渡者の責に帰さざる事由により、本施設利用におい

て受領者又は第三者に人的損害又は物的損害が生じた場合、何らの責任を負わないものとする。 

２  本協定書のいずれの当事者は、本協定書の定めに違反して相手方に損害を与えたときは、かかる

損害を賠償する責を負うものとする。 

 

 （秘密保持） 

第１０条  本協定書のいずれの当事者も、本協定書の履行に際して知り得た相手方及び相手方の顧

客に関る情報を第三者に開示せず、本協定書の履行以外の目的で使用しない。 

２  本条の義務は本協定書終了後も有効に存続する。 

３  本条の義務は法令または条例に基づくものを除く。 

 

（有効期間） 

第１１条  本協定書の有効期間は、締結日から令和９年（2027 年）2 月 9 日までとする 

 

（解約事項） 

第１２条  本協定書のいずれの当事者も、相手方がその責に帰すべき事由により本協定書上の債務

を履行しない場合、相当な期間を定めて書面により催告した後、なおかかる不履行が是正されない

場合、本協定書を解約することができる。 
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２  本協定書のいずれの当事者も、相手方に、銀行取引停止処分、支払停止、仮差押え、差押え、仮

処分その他の強制執行があった場合、破産・民事再生・会社更生手続開始又は特別清算開始の申

立てがあった場合、若しくは自ら申し立てた場合、何らの催告なしに本協定書を解約することができる。

３  本条各項に基づく解約権の行使は、責のある当事者に対する損害賠償の請求を妨げない。 

 

（不可抗力） 

第１３条  地震、台風、津波その他の天変地異、戦争、暴動、内乱、テロ行為、重大な疾病、法令・規

則の制定・改廃、公権力による命令・処分その他の政府による行為、争議行為、輸送機関・通信回線

等の事故、その他当事者の合理的制御の範囲を超えた事由による本協定事項の全部又は一部の履

行不能については、いずれの当事者もその責任を負わない。 

 

（その他） 

第１４条  受領者及び譲渡者は、本協定書の規定に関する疑義又はこれらの規定に定めのない事項

については、受領者及び譲渡者誠意をもって協議の上、解決するものとする。 

 

（合意管轄） 

第１５条  本協定書に関する訴訟については、被告の所在地を管轄する地方裁判所を第一審の専属

管轄裁判所とする。 

 

以上、本協定書締結の証として本協定書を２通作成し、受領者及び譲渡者記名押印の上、各１通を保

管する。 

ただし、本協定書及び契約上締結が必要とされる文書、覚書及びその他書面（契約の変更にかかるも

のを含む）を締結する方法として電子契約サービスを利用することができ、電子契約サービスを利用す

る場合は、同書の電磁的記録を作成し、受領者及び譲渡者が合意の後、本協定書を締結できる正当な

権限を付与された者により電子署名を施し、各自その電磁的記録を保管する。 

なお、本協定書は吹田市令和６年（2024 年）２月定例会において予算議決後に効力が生ずるものとす

る。 

 

令和６年（2024 年）2 月 9 日 

 

受領者      譲渡者 

吹田市泉町１丁目３番４０号                     千代田区永田町二丁目１１番１号 

吹田市長 後藤 圭二                              山王パークタワー２２階 

フィリップ モリス ジャパン合同会社 

社長  シェリー ゴー 
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別紙 

 

江坂公園（大阪府吹田市江坂町１丁目１９番） 

豊津公園（大阪府吹田市豊津町７番） 
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議案第29号参考資料 

都市計画部計画調整室 

 

 

北千里駅前まちづくり意見交換会(第 1回～第4回)で出た主な意見、質問 

 

 

種別 主な意見、質問 

まちづくり 

ユニバーサルデザインやバリアフリーの理念に基づいた多世代に優しいまちづ

くりを考えていただきたい。 

100 年後を見据えたビジョンでまちづくりを模索する必要があるのではないの

か。 

まちなかリビング北千里と連携したまちづくりをしてほしい。 

交通 

アクセス 

現状、動線が分かりにくく、遠回りする必要があることが多い。 

現状、バスが停めにくく、車いすが降りにくい。 

なるべく高低差を感じないようになれば良い。（北千里駅～まちなかリビング北

千里） 

広場 

人が集まりやすく、駅から降りた人も気づきやすいステージが欲しい。 

日常は広場やイベントスペースとして利用し、有事の際は防災拠点となり、人が

集まれる場所に転換できるようなスペースがあれば良い。 

音楽演奏などができる全天候型の屋根付き広場がほしい。 

店舗・施設 

学生をとりこめる店があると良い。 

チェーン店でない個性的なおいしい飲食店を利用したい。 

子供を安心して預けられる保育所などがほしい。 

まちなみ 

昔は若い人も利用する店舗もあったが、今はシャッター街の雰囲気となってお

り、寂しい。 

風通しと見通しの良い明るいつくりがいい。 

緑は必要。北千里に来てホッとできる空間と建物が必要。 

事業計画 

なぜ市街地再開発事業でないといけないのか。 

タワーマンションは不要、タワーマンションには反対。 

タワーマンションに反対の意見が多いが、タワーマンションに賛成する。 

意見交換会 

ワークショップを通じてまちづくりのプレーヤーが現れるとよい。 

自分の視点だけでなく、いろんな人の視点を通した意見が聞けて良かった。 

集約した意見を計画に反映してほしい。 
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議案第２９号参考資料 

都市計画部住宅政策室 

 

市営住宅跡地の売却支援業務に関する委託内容 

 

１ 業務の概要 

本業務は、旧市営津雲台第 1 住宅跡地及び旧市営佐竹台住宅跡地の売却を円滑に行うにあたり、

当該売却の支援業務を委託するものとする。 

本市が公募により売却するにあたり必要となる調査、情報の整理、資料の作成及び土地の鑑定評

価を行うとともに売却先との契約に必要な手続等について支援を行う。 

 

２ 対象不動産の売却計画 

 (1) 土地 旧市営津雲台第 1住宅跡地 

ア 所在 吹田市津雲台 6丁目 20 番 564、20 番 565 及び 20番 594 

イ 地籍 1,210.00 ㎡（20 番 564）、5,891.17 ㎡（20 番 565）及び 92.72 ㎡（20番 594） 

 (2) 土地 旧市営佐竹台住宅跡地 

ア 所在 吹田市佐竹台 4丁目 114 番 166 

イ 地籍 1,854.39 ㎡（114 番 166） 

 

３ 業務内容 

（1）売却手続きの提案 

  ア 売却手続きにあたり実施すべき項目 

  イ 各土地の状況（法令等や周辺環境等）から望ましいと思われる土地利用 

  ウ その他今回の土地売却に必要と認められる事項 

 (2) 売却対象不動産の事前調査 

  ア 物件調査（交通機関、校区、接道の状況、法令上の制限、供給処理施設及び現地の調査） 

  イ 市場調査（不動産市場動向調査、想定事業等の調査） 

 (3) 売却前提条件の整理 

  ア 地下埋設物及び越境物を含む土地の現況の調査及び現況図の作成 

  イ 隣地との覚書の締結 

  ウ 売却条件等及びその他固有条件 

  エ その他必要となる図面等への記載事項の整理 

 (4) 関係部署等との調整補助及び進捗打合せ 

  ア 関係部署等との調整補助 

イ 本市との打合せ 

 (5) 鑑定評価 

対象不動産に係る鑑定評価書を作成し、納品を行う。 

 (6) 売却業務 

  ア 物件調書の追記・修正、土地売買契約書の追記・修正（法務確認含む）及びその他土地の

引き渡しに要する書類の追記・修正、準備 

  イ 一般競争入札等に係る事務 

  ウ 物件説明会の開催 

（7）売買契約締結事務 

  ア 売買契約締結の立会補助 

  イ 売買契約締結の説明補助 

(8) 報告書の作成 
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議案第29号参考資料
土木部公園みどり室

（単位：千円）

令和5年度予算額
（2023年度）

令和6年度予算額
（2024年度）

差額

64,564 91,388 26,824

通常分 62,564 67,996 5,432

提言に対する除草や剪定分 0 19,993 19,993

その他 2,000 3,399 1,399

決算常任委員会の提言に対する回答内容の詳細

樹木等保持業務（単価契約）

　決算常任委員会の提言に対する、予算の増額分としては19,993千円を計上しており、単
価契約での執行を予定しております。
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５　整備位置図

（２）

令和6年度（2024年度）　自転車通行空間整備工事位置図

①

②

③

④

⑤

⑥

№ 路線名 延長（km）

①
南吹田17号線

南吹田89号線
0.54

② 千里北公園古江線 0.78

③ 江坂町56号線 0.74

④ 中央環状山田東線 0.59

⑤ 山田佐井寺岸部線 0.86

⑥ 山田佐井寺岸部線 0.34

3.85合　計
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議案第 29号参考資料 

土木部道路室 

街路灯管理事業の詳細 

 

１ 事業の内容 

 街路灯管理事業は、市で管理する街路灯及び道路照明に係る設備を管理し、夜間及び暗所の照明

を確保するもので、街路灯の維持補修及び新設を行っております。 

 

２ 予算額 

【歳出】令和 6年度（2024 年度）一般会計 

  （款）土木費 （項）土木整備費 （目）街路灯整備費 

（大事業）道路事業 （小事業）街路灯管理事業 

  （節）需用費            63,700,000 円 

     委託料              473,000 円 

工事請負費          70,260,000 円 

 

３ 令和 6年度（2024 年度）に行う主な工事内容 

  （１）片山高浜線自家用電気工作物更新工事 36,160,000 円 

    JR 吹田駅の地下駐輪場横にある駅周辺の照明に係る受配電設備の更新工事を行います。 

  （２）街路灯補修・新設工事        34,100,000 円 

    市内一円の街路灯の維持補修及び新設工事を行います。 
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